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                 かりやすあんらくじ 

        一般県道 刈安安楽寺線 道路災害 

 

        －道路法面崩壊に対する監視体制の構築及び応急工事の早期実施－ 

 

１ 概 要 

     

                 

 

 

 位     置 富山県小矢部市安楽寺地内       位 置 図 

 河川名・路線名 一般県道 刈安安楽寺線  

 

   全県略図に被災位置を◎で 

  表示する。 

 

 

 

         ◎  

       ○○市 

 

 

 被災年月日及び 

 異常気象名 

 令和２年７月７日から令和３年５月 20 日 

の地すべり 

 特     色 

・令和２年７月上旬の梅雨前線豪雨の影響で、

地すべりによる、法面等の変状が発生した。 

・道路法面は県道及び国道に近接しており、法

面崩壊による二次被害を未然に防止するため

に、早期に応急工事を実施した。 

 問 合 せ 先 富山県土木部河川課防災係 電話（076）444-9098 

                                                                                      

２ 被災の状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【気象概要】 

富山県では令和２年７月上旬は梅雨前線や

低気圧の影響で、曇りや雨の日が多く、最寄り

の小矢部雨量局において 24 時間で 90mm を観

測した。 

【被災状況】 

 道路パトロールで県道舗装面の隆起を確認

したため、現地踏査を行ったところ擁壁の傾

倒、法面上部の滑落崖等が確認された。そのた

め、地すべりによる道路法面の崩壊が懸念され

たことから、早急に応急対策として大型土のう

による抑え盛土を実施した。 

 応急対策後、地すべりは安定していたが、12

月頃に抑え盛土として設置した大型土のうの 

 

写真－１ 頭部滑落崖 

上方への抜き上がりと思われる挙動を示した

ことから、大型土のうの積み増しを実施した。 

 

●地すべりの規模 

長さ約 46m、幅約 49m、厚さ約 12m、 

地すべり土塊量約 13,500m3 

写真－２ 県道路面状況 図－１ 地すべりブロック 

擁壁の変状 

写真-2 

写真-1 

一般県道 

一般国道 8 号 

地すべりﾌﾞﾛｯｸ境界凡例 

明 瞭 

不明瞭 

被災箇所 
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写真-3 

写真-4 

写真-5 

令和２年 

７月７日（火） 道路パトロール中に県道舗装面の隆起を確認 

７月８日（水） 地すべりによる変状を確認 

       ・県道舗装面の隆起 ・擁壁が前面に傾倒 

       ・擁壁法尻の道路側溝が転倒 ・法面上部に滑落崖 

７月９日（木） 一般車両の通行止めを開始 

        大型土のうによる押え盛土等の応急対策に着手 

７月 10 日（金）既設調査孔を利用し、孔内水位計による観測を開始 

７月 11 日（土）大型土のう 560 袋、滑落崖にブルーシート設置 

７月 12 日（日）伸縮計、赤色灯および監視カメラを設置 

７月 15 日（水）大型土のう 182 袋追加設置 

７月 16 日（木）有識者による現地確認 

７月 18 日（土）地元説明会の実施 

７月 21 日（火）既設アンカーのリフトオフ試験開始 

７月 27 日（月）大型土のう 120 袋追加設置 

７月 28 日（火）避難基準値検測時のメール送信システムを構築 

９月７日（月） ボーリング調査開始（VB-2） 

９月９日（水） ボーリング調査開始（VB-3） 

９月 17 日（木）ボーリング調査開始（VB-4） 

９月 23 日（水）ボーリング調査開始（VB-1） 

10 月８日（木） 歪計、水位計による観測開始 

10 月 27 日（火）有識者によるボーリングコア確認 

12 月 22 日（火）仮設道路の供用開始 

12 月 28 日（月）大型土のう 216 袋追加設置 

令和３年 

６月５日（土） 大型土のう 400 袋追加設置 

写真－３ 大型土のう設置状況 

写真－４赤色灯設置状況 

写真－５ 仮設道路設置状況 

３ 被害拡大防止のための対策の実施 

 

県道法面の被災であったが、被災箇所が国道

８号沿いに位置していたため、法面崩壊による

国道への二次被害防止及び周辺住民の安全を

確保するため、大型土のう設置のほか、住民の

生活動線の確保のため、仮設道路の整備を実施

した。 

●大型土のう設置 

７月７日の午後４時頃、道路パトロールを行

っていた巡視員から県道舗装面の隆起が発生

しているとの報告が入った。その後、職員等で

現地を調査した結果、舗装面の隆起のほか、擁

壁の傾倒や道路側溝の転倒等から、地すべりに

よる道路法面の崩壊と推測されたため、２日後

の７月９日に大型土のうによる押え盛土に着

手した。12 月 28 日には降雪に伴う滑動、令和

３年６月５日には降雨に伴う滑動がみられた

ため、大型土のうを追加設置した。 

●監視体制の構築 

斜面に設置した伸縮計が 2mm/h または

10mm/dayを観測した際に、県職員等に対し警報

メールを送信するシステムを構築し、早急に監

視体制へ入れるようにした。また、現地には監

視カメラを設置し、県事務所から法面の変状を

監視できるようにした。 

 

図―２ 大型土のう・仮設道路等設置位置図 

●仮設道路の設置 

大型土のう設置に伴い、県道の通行止めを開

始したことから、周辺住民が県道と国道を出入

りするための仮設道路を設置した。 
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４ 被災メカニズム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 復旧工事の概要 

表－１ 地すべり対策工の比較検討表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 地すべり 3 次元モデル 

 

【素因】 

当該道路法面周辺は、第三紀中新世の泥岩層

や細粒砂岩層が分布しており、スレーキングし

やすい地質である。 

加えて調査観測の結果、地下水位が高く、ボ

ーリングコアの岩盤中に、粘土の薄層がところ

どころに確認された。 

【誘因】 

令和２年７月の豪雨にて法面に地下水が供

給され地下水位が急激に上昇することで、すべ

り面に間隙水圧が作用し、地すべりが発生し

た。 

【地すべり機構】 

今回の地すべりは、泥岩中に形成された粘土

の薄層をすべり面とした平面すべり（すべり面

は直線形状）である。当該道路法面には、「法

枠工＋アンカー工」が施工されているが、既設

アンカーの定着部より深部で、すべり面が形成

された。 

また、12 月には地すべりブロックが細分化

し、末端部の大型土のうの上方へ抜き上がるよ

うな挙動を示した。 

11月、12 月変位すべり面 

7月発災時すべり面 
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図―３ 復旧平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図―４ 復旧横断面図 
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復旧工法として、第１案「アンカー工」、第

２案「アンカー付き杭抑え工」、第３案「頭部

排土工＋アンカー工」について比較検討し、最

も経済的で早期に復旧できる第１案「アンカー

工」を採用した。 

第３案「頭部排土工＋アンカー工」は、今回

の地すべりが層理面構造に沿った平面すべり

であることから、頭部排土に伴う２次すべりの

発生が懸念された。そのため、２次すべり対策

として頭部へのアンカー工が必要となり、経済

性に劣ることとなった。 

６ おわりに 

 

当該道路法面は、富山県と石川県を結ぶ主要

な幹線道路である国道８号に近接しており、地

すべりが発生した場合、国道まで崩壊土砂が到

達し二次被害が発生する可能性があった。 

道路パトロールで県道舗装面の隆起を発見

してから、大型土のうによる応急工事までを迅

速に対応したことで被害の拡大防止をはかる

ことができた。 

令和４年３月現在、災害復旧工事に着手した

ところであり、周辺住民の安全・安心を確保す

るため、早期復旧に努めていきたい。 
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 一般国道２６５号 道路災害 

 

－復旧事業中に発生した地すべり災害とその復旧－ 

                      

１ 概 要 

                位     置  宮崎県小林市須木中原       位 置 図 

 河川名・路線名  一般国道 265 号  

 

     

 

 

 

         ◎  

       ○○市 

 

 

 

 

 被災年月日及び 

 異常気象名 

  令和元年 6月 5日～令和 3年 1 月 12 日 

 地すべり 

 

 

 

 特     色 

 

 

 

・平成 30 年 10 月の台風 25号の豪雨により、

道路が延長約 100m にわたり崩落し全面通行止

めとなった。 

・当初、表層崩壊と判断し法面工を主体とした

工法で平成 30 年災として採択されたが、その

後の降雨による地形の変状が生じ、地すべり性

の変状が確認されたため、観測結果等を踏まえ

地すべり災として令和 3 年に再申請を行い復

旧することとなったもの。 

 問 合 せ 先  宮崎県河川課災害担当 電話（0985）26-7185  

  

                                                                                         ２ ２ 

被災の状況  

 

(1)被災の概要 

 宮崎県小林市須木中原地区において、平成 30年 

10 月 5 日の台風 25 号により国道 265 号が約 100m 

区間にわたって崩落し全面通行止めとなった。 

 当初は表層崩壊による被災と判断し、同年災害 

復旧事業として法面工を主体とした復旧を行うこ 

ととした。 

 しかしながら、工事着手前の計器観測において 

地すべりとみられる変動が観測され、さにら崩壊 

地より上方の尾根部付近まで段差を伴う亀裂が認 

められたことから、大規模な地すべり土塊が活動 

中であると想定された。 

(2)災害の経緯 

 ・平成 30 年 10月：台風 25 号により被災 

 ・平成 31 年 1月：復旧工事契約 

 ・平成 31 年 3月：工事着手前の現地調査で亀裂 

  を確認。安全確認のため継続観測を行う。 

 ・令和元年 11月：学識経験者からの意見を踏ま 

え、「地すべり性の変動あり」と判断。     

 ・令和 2年 3月：災害復旧事業廃止報告提出   (3)地すべり調査と地すべり範囲の特定 

 ・令和 2年 4月：追加調査ボーリング、地盤伸縮   地盤伸縮計 1箇所（地すべり頭部）、孔内傾 

計、孔内傾斜計、移動杭、自記水位計等による  計 9箇所（主測線 3箇所、副測線 6 箇所）、移 

モニタリング体制を構築し、観測体制を強化。  動杭 8 測線、自記水位計 10 箇所にて実施した。 

 ・令和 3年 1月：学識経験者からの助言や国土交   これらの調査結果と現地調査結果を踏まえ、 

  通省防災課との事前打合せ結果より、地すべり  地すべり移動体の規模を幅約 80m、長さ約 65m、 

  災として災害報告。              深さ約 15m（最深）として確定した。 

 ・令和 3年 3月：災害査定           (4)被災メカニズム 

 ・令和 3年 4月：保留解除             素因となる地形地質的背景としては、①頭部 

 ・令和 3年 6月：復旧工事契約          上位の尾根に特徴的な鞍部が認められ、北東－ 

写真－1 被災状況（全景） 

 

標
準
横
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断
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被災前国道位置

復旧国道位置

推定地すべりブロック
幅 約80m

長
さ

 約
6
5
m

写真－2 被災状況（道路部、法面上部） 

被災箇所 

小林市 
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南西方向に地下水が集中しやすい断層の影響を受け 

ていること。②破砕状を呈する日向層群の泥岩層は、 

風化、劣化が顕著であることなどが挙げられる。 

  平成 30 年 10 月の豪雨による地下水位の上昇に伴 

い、すべり面に作用する間隙水圧が上昇し不安定化 

したことが誘因となり地すべりが発生したものと考 

 えられる。 

 

３ 復旧工事の概要 

（1）復旧工法の基本方針 

復旧工法を検討するにあたり、計画安全率につい 

は緊急輸送道路に指定された国道であることから、 

 Fs=1.20 とした。現況安全率については、無降雨の 

 状態でも継続的に変動しているため「継続的に運 

 動している場合」に該当するものとして Fs=0.95と 

 し、安定解析の結果に基づき工法選定を行った。 

（2）対策工法の選定 

  対策工法の選定にあたって、地すべり対策工は、 

 抑制工と抑止工を組み合わせた工法とし、国道の復 

 旧ルートも考慮した上で、最も経済的となる工法を 

 選定した。 

  検討の結果、「横ボーリング工（抑制工）＋頭部 

 排土工（抑制工）＋グラウンドアンカー工（抑止工 

 ）を採用した。 

 

 ［復旧工事概要］ 

   復旧延長 L=140.0m 

    横ボーリング    23 本 

    切土工       14,987m3        令和 4年 2 月現在、頭部排土工に着手したと 

    アンカー工     1,734.5m        ころであり、これまでのところ、土塊の移動 

    鉄筋挿入工     1,256 本         や変動は見受けられていない。ただし、継続 

    現場吹付法枠工   3,152m2         的な地すべりが確認されている現場であるた 

    枠内植生基材吹付工 1,096m2         め、警報装置による安全監視体制を構築し慎 

    アスファルト舗装  576m2          重に施工を進めているところである。 

                      引き続き、早期通行止め解消に向けて、施 

４ おわりに                     工業者と連携し一日も早い復旧に努めたい。 

今回の災害採択にあたっては、被災の範囲や規模    

等について国や大学教授など、様々な方々の助言や   

 協力を受けて採択したものであり感謝している。      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3 査定決定平面図             図－4 査定決定標準横断図 
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S-1
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R2.9.6
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盤
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R2.9.7

R2.2.1～R2.9.9（221日間）

+93.5㎜（12.6㎜/月）

確定変動

R2.2.1 R2.9.9

 

 

DL=640.00

DL=600.00

DL=620.00

DL=580.00

国道265号

頭部滑落崖

図－1 降水量と地盤伸縮計の観測結果 

図－2 断面図（主測線） 
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                 かりやすあんらくじ 

        一般県道 刈安安楽寺線 道路災害 

 

        －道路法面崩壊に対する監視体制の構築及び応急工事の早期実施－ 

 

１ 概 要 

     

                 

 

 

 位     置 富山県小矢部市安楽寺地内       位 置 図 

 河川名・路線名 一般県道 刈安安楽寺線  

 

   全県略図に被災位置を◎で 

  表示する。 

 

 

 

         ◎  

       ○○市 

 

 

 被災年月日及び 

 異常気象名 

 令和２年７月７日から令和３年５月 20 日 

の地すべり 

 特     色 

・令和２年７月上旬の梅雨前線豪雨の影響で、

地すべりによる、法面等の変状が発生した。 

・道路法面は県道及び国道に近接しており、法

面崩壊による二次被害を未然に防止するため

に、早期に応急工事を実施した。 

 問 合 せ 先 富山県土木部河川課防災係 電話（076）444-9098 

                                                                                      

２ 被災の状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【気象概要】 

富山県では令和２年７月上旬は梅雨前線や

低気圧の影響で、曇りや雨の日が多く、最寄り

の小矢部雨量局において 24 時間で 90mm を観

測した。 

【被災状況】 

 道路パトロールで県道舗装面の隆起を確認

したため、現地踏査を行ったところ擁壁の傾

倒、法面上部の滑落崖等が確認された。そのた

め、地すべりによる道路法面の崩壊が懸念され

たことから、早急に応急対策として大型土のう

による抑え盛土を実施した。 

 応急対策後、地すべりは安定していたが、12

月頃に抑え盛土として設置した大型土のうの 

 

写真－１ 頭部滑落崖 

上方への抜き上がりと思われる挙動を示した

ことから、大型土のうの積み増しを実施した。 

 

●地すべりの規模 

長さ約 46m、幅約 49m、厚さ約 12m、 

地すべり土塊量約 13,500m3 

写真－２ 県道路面状況 図－１ 地すべりブロック 

擁壁の変状 

写真-2 

写真-1 

一般県道 

一般国道 8 号 

地すべりﾌﾞﾛｯｸ境界凡例 

明 瞭 

不明瞭 

被災箇所 
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計

伸
縮
計
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計
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水位計
歪計

水位計
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写真-3 

写真-4 

写真-5 

令和２年 

７月７日（火） 道路パトロール中に県道舗装面の隆起を確認 

７月８日（水） 地すべりによる変状を確認 

       ・県道舗装面の隆起 ・擁壁が前面に傾倒 

       ・擁壁法尻の道路側溝が転倒 ・法面上部に滑落崖 

７月９日（木） 一般車両の通行止めを開始 

        大型土のうによる押え盛土等の応急対策に着手 

７月 10 日（金）既設調査孔を利用し、孔内水位計による観測を開始 

７月 11 日（土）大型土のう 560 袋、滑落崖にブルーシート設置 

７月 12 日（日）伸縮計、赤色灯および監視カメラを設置 

７月 15 日（水）大型土のう 182 袋追加設置 

７月 16 日（木）有識者による現地確認 

７月 18 日（土）地元説明会の実施 

７月 21 日（火）既設アンカーのリフトオフ試験開始 

７月 27 日（月）大型土のう 120 袋追加設置 

７月 28 日（火）避難基準値検測時のメール送信システムを構築 

９月７日（月） ボーリング調査開始（VB-2） 

９月９日（水） ボーリング調査開始（VB-3） 

９月 17 日（木）ボーリング調査開始（VB-4） 

９月 23 日（水）ボーリング調査開始（VB-1） 

10 月８日（木） 歪計、水位計による観測開始 

10 月 27 日（火）有識者によるボーリングコア確認 

12 月 22 日（火）仮設道路の供用開始 

12 月 28 日（月）大型土のう 216 袋追加設置 

令和３年 

６月５日（土） 大型土のう 400 袋追加設置 

写真－３ 大型土のう設置状況 

写真－４赤色灯設置状況 

写真－５ 仮設道路設置状況 

３ 被害拡大防止のための対策の実施 

 

県道法面の被災であったが、被災箇所が国道

８号沿いに位置していたため、法面崩壊による

国道への二次被害防止及び周辺住民の安全を

確保するため、大型土のう設置のほか、住民の

生活動線の確保のため、仮設道路の整備を実施

した。 

●大型土のう設置 

７月７日の午後４時頃、道路パトロールを行

っていた巡視員から県道舗装面の隆起が発生

しているとの報告が入った。その後、職員等で

現地を調査した結果、舗装面の隆起のほか、擁

壁の傾倒や道路側溝の転倒等から、地すべりに

よる道路法面の崩壊と推測されたため、２日後

の７月９日に大型土のうによる押え盛土に着

手した。12 月 28 日には降雪に伴う滑動、令和

３年６月５日には降雨に伴う滑動がみられた

ため、大型土のうを追加設置した。 

●監視体制の構築 

斜面に設置した伸縮計が 2mm/h または

10mm/dayを観測した際に、県職員等に対し警報

メールを送信するシステムを構築し、早急に監

視体制へ入れるようにした。また、現地には監

視カメラを設置し、県事務所から法面の変状を

監視できるようにした。 

 

図―２ 大型土のう・仮設道路等設置位置図 

●仮設道路の設置 

大型土のう設置に伴い、県道の通行止めを開

始したことから、周辺住民が県道と国道を出入

りするための仮設道路を設置した。 
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４ 被災メカニズム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 復旧工事の概要 

表－１ 地すべり対策工の比較検討表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 地すべり 3 次元モデル 

 

【素因】 

当該道路法面周辺は、第三紀中新世の泥岩層

や細粒砂岩層が分布しており、スレーキングし

やすい地質である。 

加えて調査観測の結果、地下水位が高く、ボ

ーリングコアの岩盤中に、粘土の薄層がところ

どころに確認された。 

【誘因】 

令和２年７月の豪雨にて法面に地下水が供

給され地下水位が急激に上昇することで、すべ

り面に間隙水圧が作用し、地すべりが発生し

た。 

【地すべり機構】 

今回の地すべりは、泥岩中に形成された粘土

の薄層をすべり面とした平面すべり（すべり面

は直線形状）である。当該道路法面には、「法

枠工＋アンカー工」が施工されているが、既設

アンカーの定着部より深部で、すべり面が形成

された。 

また、12 月には地すべりブロックが細分化

し、末端部の大型土のうの上方へ抜き上がるよ

うな挙動を示した。 

11月、12 月変位すべり面 

7月発災時すべり面 
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図―３ 復旧平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図―４ 復旧横断面図 
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復旧工法として、第１案「アンカー工」、第

２案「アンカー付き杭抑え工」、第３案「頭部

排土工＋アンカー工」について比較検討し、最

も経済的で早期に復旧できる第１案「アンカー

工」を採用した。 

第３案「頭部排土工＋アンカー工」は、今回

の地すべりが層理面構造に沿った平面すべり

であることから、頭部排土に伴う２次すべりの

発生が懸念された。そのため、２次すべり対策

として頭部へのアンカー工が必要となり、経済

性に劣ることとなった。 

６ おわりに 

 

当該道路法面は、富山県と石川県を結ぶ主要

な幹線道路である国道８号に近接しており、地

すべりが発生した場合、国道まで崩壊土砂が到

達し二次被害が発生する可能性があった。 

道路パトロールで県道舗装面の隆起を発見

してから、大型土のうによる応急工事までを迅

速に対応したことで被害の拡大防止をはかる

ことができた。 

令和４年３月現在、災害復旧工事に着手した

ところであり、周辺住民の安全・安心を確保す

るため、早期復旧に努めていきたい。 
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 一般国道２６５号 道路災害 

 

－復旧事業中に発生した地すべり災害とその復旧－ 

                      

１ 概 要 

                位     置  宮崎県小林市須木中原       位 置 図 

 河川名・路線名  一般国道 265 号  

 

     

 

 

 

         ◎  

       ○○市 

 

 

 

 

 被災年月日及び 

 異常気象名 

  令和元年 6月 5日～令和 3年 1 月 12 日 

 地すべり 

 

 

 

 特     色 

 

 

 

・平成 30 年 10 月の台風 25号の豪雨により、

道路が延長約 100m にわたり崩落し全面通行止

めとなった。 

・当初、表層崩壊と判断し法面工を主体とした

工法で平成 30 年災として採択されたが、その

後の降雨による地形の変状が生じ、地すべり性

の変状が確認されたため、観測結果等を踏まえ

地すべり災として令和 3 年に再申請を行い復

旧することとなったもの。 

 問 合 せ 先  宮崎県河川課災害担当 電話（0985）26-7185  

  

                                                                                         ２ ２ 

被災の状況  

 

(1)被災の概要 

 宮崎県小林市須木中原地区において、平成 30年 

10 月 5 日の台風 25 号により国道 265 号が約 100m 

区間にわたって崩落し全面通行止めとなった。 

 当初は表層崩壊による被災と判断し、同年災害 

復旧事業として法面工を主体とした復旧を行うこ 

ととした。 

 しかしながら、工事着手前の計器観測において 

地すべりとみられる変動が観測され、さにら崩壊 

地より上方の尾根部付近まで段差を伴う亀裂が認 

められたことから、大規模な地すべり土塊が活動 

中であると想定された。 

(2)災害の経緯 

 ・平成 30 年 10月：台風 25 号により被災 

 ・平成 31 年 1月：復旧工事契約 

 ・平成 31 年 3月：工事着手前の現地調査で亀裂 

  を確認。安全確認のため継続観測を行う。 

 ・令和元年 11月：学識経験者からの意見を踏ま 

え、「地すべり性の変動あり」と判断。     

 ・令和 2年 3月：災害復旧事業廃止報告提出   (3)地すべり調査と地すべり範囲の特定 

 ・令和 2年 4月：追加調査ボーリング、地盤伸縮   地盤伸縮計 1箇所（地すべり頭部）、孔内傾 

計、孔内傾斜計、移動杭、自記水位計等による  計 9箇所（主測線 3箇所、副測線 6 箇所）、移 

モニタリング体制を構築し、観測体制を強化。  動杭 8 測線、自記水位計 10 箇所にて実施した。 

 ・令和 3年 1月：学識経験者からの助言や国土交   これらの調査結果と現地調査結果を踏まえ、 

  通省防災課との事前打合せ結果より、地すべり  地すべり移動体の規模を幅約 80m、長さ約 65m、 

  災として災害報告。              深さ約 15m（最深）として確定した。 

 ・令和 3年 3月：災害査定           (4)被災メカニズム 

 ・令和 3年 4月：保留解除             素因となる地形地質的背景としては、①頭部 

 ・令和 3年 6月：復旧工事契約          上位の尾根に特徴的な鞍部が認められ、北東－ 

写真－1 被災状況（全景） 
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南西方向に地下水が集中しやすい断層の影響を受け 

ていること。②破砕状を呈する日向層群の泥岩層は、 

風化、劣化が顕著であることなどが挙げられる。 

  平成 30 年 10 月の豪雨による地下水位の上昇に伴 

い、すべり面に作用する間隙水圧が上昇し不安定化 

したことが誘因となり地すべりが発生したものと考 

 えられる。 

 

３ 復旧工事の概要 

（1）復旧工法の基本方針 

復旧工法を検討するにあたり、計画安全率につい 

は緊急輸送道路に指定された国道であることから、 

 Fs=1.20 とした。現況安全率については、無降雨の 

 状態でも継続的に変動しているため「継続的に運 

 動している場合」に該当するものとして Fs=0.95と 

 し、安定解析の結果に基づき工法選定を行った。 

（2）対策工法の選定 

  対策工法の選定にあたって、地すべり対策工は、 

 抑制工と抑止工を組み合わせた工法とし、国道の復 

 旧ルートも考慮した上で、最も経済的となる工法を 

 選定した。 

  検討の結果、「横ボーリング工（抑制工）＋頭部 

 排土工（抑制工）＋グラウンドアンカー工（抑止工 

 ）を採用した。 

 

 ［復旧工事概要］ 

   復旧延長 L=140.0m 

    横ボーリング    23 本 

    切土工       14,987m3        令和 4年 2 月現在、頭部排土工に着手したと 

    アンカー工     1,734.5m        ころであり、これまでのところ、土塊の移動 

    鉄筋挿入工     1,256 本         や変動は見受けられていない。ただし、継続 

    現場吹付法枠工   3,152m2         的な地すべりが確認されている現場であるた 

    枠内植生基材吹付工 1,096m2         め、警報装置による安全監視体制を構築し慎 

    アスファルト舗装  576m2          重に施工を進めているところである。 

                      引き続き、早期通行止め解消に向けて、施 

４ おわりに                     工業者と連携し一日も早い復旧に努めたい。 

今回の災害採択にあたっては、被災の範囲や規模    

等について国や大学教授など、様々な方々の助言や   

 協力を受けて採択したものであり感謝している。      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3 査定決定平面図             図－4 査定決定標準横断図 
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図－1 降水量と地盤伸縮計の観測結果 

図－2 断面図（主測線） 

 
 


